
  

  

 

  

  

確認された空洞位置図
と推定地下水系位置

a.北西側ドリーネ

a.地下水盆

e.地下
空洞上

c.地下水脈

ｂ．西側斜面

d.地下水脈
入口

d.南東遺跡集積部
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水
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水

水

水

水
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地下水脈 
（不透水性の島島

岩の谷地形部で流れ

ると推定される） 

▼+20m 

琉球石灰岩層 

島尻泥岩層 
 

洪積粘性土層（島尻マージ） 

流れ

地下水盆 
（不透水性基盤の

等高線より推定） 

西側縦断図((B-BB’断断面)  

※本資料における地下水系位置は、あくまで既往調査及び周辺調査に基づき
　 推定したものであり、　実態と合わない可能性が高いことが想定されるため、
　 現地において適宜調査・確認する必要がある。

地形・地質・洞穴・湧水の現状

※ボーリングデータをもとに作成 

地下空洞（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図の N=0 の自沈層（軟弱層）の箇所） 

琉球石灰岩層 
 

島尻泥岩層 
 

洪積粘性土層（島尻マージ） 
  

▼+60m 

東側縦断図((A-AA’断断面)  

横断図(E-E横断図(E-E’断面）断面）

0m

島尻泥岩層

琉球石灰岩層

洪積粘性土層（島尻マージ）

▼

 普天間⾶⾏場内は、 琉球⽯灰岩台地を広⼤な集⽔域とした複数の地下⽔脈を有する地域であり、 ⻄側
斜⾯周辺に地下⽔盆（１つの⼤規模な帯⽔層⼜は帯⽔層群の分布地域）が形成されています。

空洞確認位置（Gl-5m以内）

空洞確認位置（厚さ2m以上）

空洞確認位置（上記以外）

断面線位置

想定地下水脈（北西に流下）

地下水盆

洞穴

既存ボーリング
H15自然環境調査報告書（宜野湾市）

凡　例

既存ボーリング
（琉球大学原久夫研究室提供）

植生・生態系の現状
 

 

 

 

 

※本資料における重要箇所は、既往調査及び周辺調査に基づき抽出したものであり、現地において適宜調査・確認する必要がある。

 
現状整理箇所

ａ.北西側
　 緑地

ｂ.西側
　 斜面
　 緑地

ｃ.南東側
　  緑地

ｄ.南東部
 　地下水
   脈入口

全体

 

 植⽣については、 南東側の在来植⽣を主とした質の⾼い樹林地及び北⻄側の⼆次的に成⽴した樹林地にお
いて、 貴重な動植物の⽣育可能性があるため、 この２か所の樹林地が特に重要と考えられます。

ｂ．西側斜面緑地

 a.北西側緑地

ｃ．南東側緑地

ｄ．南東部
地下水脈入口

在来植生の樹林地

ギンネム林

モクマオウ林

荒地雑草群落

水路

普天間飛行場
境界線

重要な植生
（推定）

凡　例

<植生>

・ 普天間飛行場の北西部及び
南東部にまとまりのある在来
植生が分布

・極相林ではなく遷移途上の段
階と考えられる

・常緑広葉樹の遷移の初期段階
の樹林帯に洞穴・遺跡が集中

・大径木の分布が想定される
・過去に耕作地だった場所に二
次的に成立した樹林地と考え
らえる

・旧海岸の植生や崖地林が連続
して残存する

・特に広域に連なる西側斜面緑
地は生態系ネットワークにおい
ても重要な役割を担っている

・戦前の御嶽や墓地林が残って
おり、樹林地内に洞穴・遺跡が
集積する

・大径木の分布が想定される
・比較的質の高い緑であり、地
形的には斜面林の立地環境に
近く、同様の生態系が存在す
る可能性がある

・南東側基地の内外で地下水脈
の入口となる湧水・緑地が残
存・連続する

・水源涵養という視点でも重要
な役割を担う

自然環境資源（現状）


